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＜理事長挨拶＞【コロナウイルスが与える、計り知れない影響】 

 新型コロナウイルス感染症の感染が拡大し、緊急事態宣言が出され、社会状況は大きく変化しました。「新しい

生活様式」「ウィズコロナ・アフターコロナ」という言葉も聞こえ始め、今までの当たり前を大きく見直す機会が

強制的にやってきています。子どもたちを取り巻く環境も変わり、教育への価値観を大きく変えていく時がやっ

てきたように感じます。そんな時代に、我々が取り組んでいる（自然）体験活動は、どんな意義を持ち、価値と

なっていくのか。そんなことを考えながら、自分たちにできることを繰り返す毎日です。子どもたちの学び、遊

びの機会を少しでも増やすため、今後も取り組んでいきたいと思います。         理事長 橳島隼人 
 

【家ですごそうムービーアワード】「あかぎの森のようちえん」も広報面等で協力させていただきました。 

休校、外出自粛が続く４月。体験活動を届ける仕事が減り、家で過ごす子どもたちに「何もしてあげら

れない」もどかしい時間が続きました。ふとＳＮＳや新聞を見ると、子どもたちの元気な姿がありまし

た。どの子もこの状況を楽しく乗り越えようと「自分たちで考え、遊んで（行動して）」います。慣れない

環境で頑張る子どもたちにエールを送れないか。そこで考えたのが「家ですごそうムービーアワード」で

す。自然体験を仕事にするメンバーと共に考えた企画は、動画配信サイトに休校中の子どもたちの姿を動

画で投稿してもらい、素敵な作品には景品をプレゼント。景品や運営資金はクラウドファンディングで募

り、支援者には作品に投票してもらうことにしました。５０本のエントリーがあり、どの作品も、子ども

たちの発見、笑顔、両親や友達との交流など、心温まるものばかり。子どもたちへのコロナの影響はまだ

まだ続きます。大人が「何かしてあげる」のではなく、大人と子どもが一緒になって、この危機を乗り越

えていきたいと考えています。      家ですごそうムービーアワード実行委員会 代表 山田裕久 
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【賛助会員・寄付のお願い】 
あかぎの森のようちえんでは、法人の方針でもある『自然を使って身近な社会の課題を解決し合える社会を

つくります』の趣旨に賛同してくださる方々からの寄付を募集しております。支援の方法は２つあります。 

 ①活動全般へ寄付をする ②賛助会員になる ～～ 詳細は、事務局までお問合せください。 担当：橳島 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２６号 

①プログラム提供事業 

【幼稚園・保育園を対象とした事業】 

◆森のようちえん・森のほいくえん 

主に前橋市内の幼稚園・保育園を対象にした 

プログラムを提供 4月～6月 0件 

（コロナウイルスの影響ですべて中止） 

②指導者派遣（4月～6月） 5件 

【関係団体の講習会、研修会などへの派遣】 

 職員研修講師（こども園、児童会館、等） 

 青少年教育団体 団体内研修講師 

③主催事業（7件） 

・森のようちえん～ほんわか～（年少～年長の子どもとその親） 

② 6/21（日）  8 組 23人  

・親子の森のようちえん（年少～年長の子どもとその親） 

③ 6/27（土）  10組 24人  

・もりっこ（年長～小2の子ども） 

③ 6/7（日）   20人 

 コロナウイルスの影響で4月～5月の事業は中止 

 （宿泊・調理が含まれるプログラムはすべて中止） 

参加者総数 67人 ボランティアスタッフ 延べ 12人 
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